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学
校
教
職
員

東
小
学
校

転　

入

野端　初美先生

の
ば
た　

  

は
つ
み

転　

出

　４月の定期異動により、各学校の教職員・村職員の人事異動がありまし

たので紹介します。（敬称略）

人事異動報告 ーよろしくお願いしますー人事異動報告 ーよろしくお願いしますー

主
幹
教
諭
＝
野
端　

初
美

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
洗
濯
・
庭
の
草
取
り

抱
負
＝
の
び
の
び
と
明
る
い
笑
顔
の

子
ど
も
た
ち
に
出
会
え
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
目
を

輝
か
せ
て
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

教
諭
＝
大
澤　

夕
姫

住
所
＝
と
き
が
わ
町

趣
味
＝
音
楽
鑑
賞

抱
負
＝
自
然
あ
ふ
れ
る
東
秩
父
村
の

子
ど
も
た
ち
は
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ

い
で
す
。
あ
い
さ
つ
も
大
き
な
声
で

し
て
く
れ
る
の
で
、
頼
も
し
く
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
フ
ル
な
子
ど
も

お
お
さ
わ　

ゆ  

き

大澤　夕姫先生

た
ち
と
楽
し
く
勉
強
し
て
い
け
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

教
諭
＝
田
中　

大
山

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
読
書
・
ド
ラ
イ
ブ

抱
負
＝
今
年
度
か
ら
新
し
く
東
小
学

校
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
元
気
に
負
け
な
い
よ
う
、
一

生
懸
命
努
力
し
、
成
長
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
諭
＝
市
之
瀬　

寛
到

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
ア
ニ
メ
か
ら
バ
ッ
ハ
ま
で
音

楽
鑑
賞

抱
負
＝
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
秩
父
で

す
。
今
度
は
地
元
で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

田中　大山先生

た
な
か　

だ
い
せ
ん

市之瀬　寛到先生

い
ち
の
せ　
　

ひ
ろ
と

事
務
主
幹
＝
加
藤　

由
江

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
ス
イ
ミ
ン
グ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

・
読
書

抱
負
＝
東
秩
父
村
に
早
く
慣
れ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
、

学
校
予
算
を
執
行
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

主
幹
教
諭
＝
佐
藤　

弘
美

（
小
川
町
立
竹
沢
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
浅
見　

愛
子
（
退
職
）

教
諭
＝
吉
田　

陽
子

（
小
川
町
立
小
川
小
学
校
へ
）

事
務
主
任
＝
金
井　

清
美

(

と
き
が
わ
町
立
玉
川
小
学
校
へ)

か
と
う　

  

よ
し
え

加藤　由江事務主幹

西
小
学
校

転　

入

校
長
＝
峯
岸　

貴
明

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
囲
碁
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

抱
負
＝
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
明
る
く
元
気
な
子
の
育
成
と
地
域

か
ら
愛
さ
れ
、
地
域
が
誇
れ
る
学
校

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
保
護

者
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

教
諭
＝
島
田　

順
子

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
日
帰
り
旅
行

抱
負
＝
こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
西
小
学

校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
東
秩
父
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

峯岸　貴明先生

み
ね
ぎ
し　

た
か
あ
き

島田　順子先生

し
ま
だ　

じ
ゅ
ん
こ



教
諭
＝
久
保　

由
紀
子

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
旅
行
・
読
書

抱
負
＝
雄
大
な
大
霧
山
を
背
に
、
明

る
く
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
る

子
ど
も
た
ち
。
輝
く
瞳
に
多
く
の
可

能
性
を
感
じ
ま
す
。
微
力
な
が
ら
誠

心
誠
意
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校
長
＝
江
原　

誠
一
（
退
職
）

教
諭
＝
小
池　

達
郎

（
東
松
山
市
立
高
坂
小
学
校
へ
）

　
教
頭
＝
大
久
根　

勇

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
ス
キ
ー

抱
負
＝
校
長
が
目
指
す
「
元
気
な
学

東
秩
父
中
学
校

転　

入

久保　由紀子先生

く 

ぼ　
　

ゆ 
き 
こ

転　

出
お
お
く
ね　

 

い
さ
む

大久根　勇先生

校
づ
く
り
」
の
先
頭
に
立
っ
て
精
一

杯
頑
張
る
所
存
で
す
。
村
の
よ
さ
を

た
く
さ
ん
知
り
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
東
秩
父

中
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

教
諭
＝
千
島　

比
呂
美

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
温
泉
め
ぐ
り
・
ス
キ
ー
（
20

代
ま
で
）

抱
負
＝
美
し
い
自
然
と
明
る
く
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
生
徒
た

ち
と
と
も
に
過
ご
せ
る
こ
と
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く

慣
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
諭
＝
南
雲　

修

住
所
＝
毛
呂
山
町

趣
味
＝
ド
ラ
イ
ブ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル抱
負
＝
数
学
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
全
て

の
面
で
東
秩
父
中
学
校
の
た
め
に
尽 千島　比呂美先生

ち
し
ま　
　

ひ 

ろ 

み 

南雲　修先生

な
ぐ
も　

お
さ
む 

く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
教
頭
＝
小
林　

三
千
雄

（
川
越
市
立
大
東
東
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
小
池　

一
巳

（
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
へ
）

教
諭
＝
今
井　

久
美
子

（
横
瀬
町
立
横
瀬
中
学
校
へ
）

事
務
主
任
＝
野
口　

和
嵩
（
退
職
）

          　
　
　
　

（  

）
内
は
前
職

《
課　

長
》

総
務
課
長
（
総
務
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
岸　

義
和

住
民
福
祉
課
長
（
住
民
福
祉
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

高
一

保
健
衛
生
課
長
（
保
健
衛
生
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　
　

年

産
業
建
設
課
長
（
産
業
建
設
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
之

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
産
業
建

設
課
長
）　
　
　
　
　

高
野　

守
生

《
主　

幹
》

教
育
委
員
会
主
幹
（
保
健
衛
生
課
主

幹
）　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

一
三

《
主　

査
》

税
務
課
主
査
（
税
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

利
平

保
健
衛
生
課
主
査
（
教
育
委
員
会
主

転　

出

村　

職　

員

昇 

格
・
異 

動

査
）

　
　
　
　
　

栗
島　

正
行

産
業
建
設
課
主
査
（
産
業
建
設
課
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

江
原　

章
文

《
主
事
・
主
任
》

住
民
福
祉
課
主
任
保
育
士
（
住
民
福

祉
課
保
育
士
）　
　
　

山
口　

明
美

住
民
福
祉
課
主
任
保
育
士
（
住
民
福

祉
課
保
育
士
）　
　
　

山
崎　

輝
美

保
健
衛
生
課
主
任
（
保
健
衛
生
課
主

事
）　
　
　
　
　
　
　

福
島　

稔
恵

保
健
衛
生
課
主
任
保
健
師
（
保
健
衛

生
課
保
健
師
）　

農
業
委
員
会
主
任
（
産
業
建
設
課
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

福
島　

秀
紀

《
派　

遣
》

小
川
地
区
衛
生
組
合
（
産
業
建
設
課

主
査
）　
　
　
　
　
　

轟　
　

秀
夫

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
（
新
規
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
野　

健
太

参
事
兼
総
務
課
長　
　

梅
澤　
　

進

住
民
福
祉
課
長　
　
　

倉
林　
　

均

保
健
衛
生
課
長　
　
　

眞
下　

春
男

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

野
澤　
　

進

住
民
福
祉
課
主
任
保
育
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
本　

加
子

住
民
福
祉
課
主
任
保
育
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
野　

道
子

住
民
福
祉
課
保
育
士　

嶌
田　

方
子

住
民
福
祉
課
調
理
員　

根
岸　

能
子

共
同
調
理
場
調
理
員　

鈴
木　

富
江

村
営
バ
ス
運
転
手　
　

鈴
木　
　

登

村
営
バ
ス
運
転
手　
　

若
林　

照
夫 

と
よ
だ　

し
ん
い
ち

総
務
課
主
事　
　
　
　

豊
田　

真
一

住
所
＝
滑
川
町

趣
味
＝
楽
器
演
奏
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

抱
負
＝
本
年
度
よ
り
東
秩
父
村
役
場

総
務
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
な
い
点
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
今
ま
で

の
経
験
を
い
か
し
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退　

職

新
規
採
用

豊田　真一主事

う
え
ま
つ　

あ
つ
こ 植松　敦子主事

住
民
福
祉
課
主
事　
　

植
松　

敦
子

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
絵
を
描
く
こ
と
・
読
書

抱
負
＝
私
は
東
秩
父
村
の
自
然
の
中

で
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
育
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
方
々
を

含
め
、
東
秩
父
村
に
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



太幡　英輝保育士

住
民
福
祉
課
保
育
士　

太
幡　

英
輝

住
所
＝
皆
野
町

趣
味
＝
剣
道
・
ツ
ー
リ
ン
グ

抱
負
＝
私
は
人
情
味
が
あ
り
、
自
然

豊
か
な
東
秩
父
村
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
東
秩
父
村
で
子
ど
も
た
ち
に

「
愛
」
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
元
気
に
楽
し
く
子
ど
も

た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
民
福
祉
課
保
育
士

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
映
画
鑑
賞

抱
負
＝
こ
の
春
、
短
大
を
卒
業
し
て
、

保
育
園
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う

「
笑
顔
」
を
忘
れ
ず
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
ば
た　

 

ひ
で
き

住
民
福
祉
課
保
育
士　

大
澤　

美
幸

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
音
楽
鑑
賞
・
料
理

抱
負
＝
東
秩
父
村
の
保
育
士
と
し
て

勤
務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
健
衛
生
課
主
任　
　

吉
谷　

茂
実

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

抱
負
＝
自
然
、
人
情
豊
か
な
こ
の
東

秩
父
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で

す
。
縁
あ
る
こ
の
地
で
お
役
に
立
て

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
め
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大澤　美幸保育士

お
お
さ
わ　

み
ゆ
き

保
健
衛
生
課
主
任
保
健
師

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

由
紀
代

住
所
＝
寄
居
町

趣
味
＝
お
菓
子
作
り
・
読
書

抱
負
＝
こ
の
度
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

保
健
師
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

　
産
業
建
設
課
主
事　
　

吉
野　

剛
之

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
野
球
・
ド
ラ
イ
ブ

抱
負
＝
住
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉谷　茂実主任

よ
し
た
に　

し
げ
み

吉田由紀代主任保健師

よ
し
だ　
　

ゆ

き

よ

産
業
建
設
課
主
事　
　

礒
田　

靖
弘

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
野
球
・
ド
ラ
イ
ブ

抱
負
＝
東
秩
父
村
の
豊
か
な
環
境
の

中
で
育
ち
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
仕
事
に
就
け
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
未
熟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
し
の　

た
か
ゆ
き

い
そ
だ　

や
す
ひ
ろ

吉野　剛之主事

礒田　靖弘主事

　今年度の園児、児童、生徒数は次のとおり
です。

●城山保育園　　もも　　　　　１１名
　　　　　　　　チューリップ　　７名
　　　　　　　　ひまわり　　　１８名
●東小学校　　　入学１１名　　児童数   ７０名
●西小学校　　　入学　８名　　児童数   ７２名
●東秩父中学校　入学３４名　　生徒数１０１名

内野　健太主事補

う
ち
の　

 

け
ん
た

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
野　

健
太

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
ッ

カ
ー

抱
負
＝
今
年
度
、
新
規
採
用
に
な
り

ま
し
た
。
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
少
し
で
も
早
く
住
民
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　田　麻理保育士

た
か
だ　

  

ま　

り

今年度の入園・入学今年度の入園・入学

▲城山保育園入園式



平成23年度行政区長・衛生委員紹介（敬称略）

行　政　区　名

宿　　　　　区

在　家　一　区

在　家　二　区

帯　　沢　　区

川　　下　　区

川　　上　　区

萩　　平　　区

向　　堀　　区

奥　沢　下　区

奥　沢　上　区

坂　本　下　区

坂　本　中　区

新　　井　　区

柴　　　　　区

栗　和　田　区

大内沢　下　区

大内沢　中　区

大内沢　上　区

皆　谷　下　区

皆　谷　上　区

白　　石　　区

行　政　区　長

関　根　明　雄

高　野　貞　宜

内　田　一　夫

小　澤　孝　夫

福　島　榮　二

関　根　一　夫

若　林　祥　生

江　原　喜　一

神　谷　光　八

山　崎　清　男

市　田　知　弘

松　井　　　治

中　島　久　男

田　中　秀　雄

野　口　　　巖

野　口　　　昭

神　田　順　上

　　合　昭　平

倉　林　　　均

鈴　木　由　規

渡　邉　定　由

区　長　代　理

高　野　幸　夫

池　田　和　男

富　田　禎　二

護　守　雄　二

井　上　　　章

山　　　宏　志

萩　原　義　博

井　上　七　郎

清　水　繁　夫

　　野　守　利

柴　原　幹　夫

宇　根　広　之

　

田　中　輝　明

小　林　洋　介

久　保　次　夫

久保田　慶　一

野　口　　　彦

関　口　真　琴

吉　田　泰　明

豊　田　長　稔

衛　生　委　員

青　木　　　武

鷹　野　純　一

篠　澤　　　茂

吉　野　欣　一

田　部　正　枝

山　崎　健　志

関　根　富士夫

江　原　文　男

江　原　由　喜

青　木　政　子

鈴　木　郭　雄

松　井　　　篤

忍　田　　　進

田　中　丈　偉

鈴　木　　　充

野　口　通　夫

神　田　富　夫

落　合　正　春

梅　沢　太久夫

旭　　　悟　史

鈴　木　　　茂

　　　衛　生　委　員　代　理

豊田　　馨

梅澤　衛一

　野　常好

内田　健了

中島　健治

山　　　進

戸田　初市

小宮　要二

足立　理助

足立　眞平

　田勝一・久保田忠・市之瀬晃男

　根　萬　

梅澤　安夫

峯岸　応夫

大幡　　誠

恒木　甫哉

倉林　功・倉林　栄

旭　温生・坂本　春　・鈴木日出雄

渡辺　克典

　

皆
さ
ん
の
行
政
上
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
相
手
と
な
る
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
田
中
丈
偉
氏
（
坂

本
）
が
再
任
さ
れ
、
平
成
23
年
４
月

１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識

田
中
丈
偉
氏
が

　
　

行
政
相
談
委
員
に
再
任

田
中
丈
偉
氏
が

　
　

行
政
相
談
委
員
に
再
任

　本年３月に発生した東北地方太平洋沖

地震に対して、個人がおこなった義援金

は、寄付したことを証明する領収証や預

かり証、郵便振替の半券（受領証）等を

添えて確定申告しますと特定寄付金に該

当する場合には寄付金控除の対象となり、

所得から控除することができます。

　詳細につきましては、東秩父村役場税

務課（　 82－1224）までお問い合わせ

ください。

地震に係る義援金は
寄付金控除の対象と
なります

者
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
る
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
て
苦
情
の
解

決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善

を
進
め
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
定
例
相
談
日　

毎
月
16
日
（
土
・

　

日
・
祝
日
に
重
な
っ
た
場
合
は
そ

　

の
翌
日
）

●
場
所　

役
場
１
階　

中
会
議
室

　

問
合
せ　

総
務
課

   　
　
　
　
　
　
　
　

‐
１
２
２
６

82

　これから１年間、行政と村民の皆さんのかけ橋となっていただきます。よろしく
おねがいします。

崎立 崎立



村長・村議会議長交際費公開

 

　　　項　　　　　　目　　　　　　　　 改　　定　　前　　　　　　　　改　　定　　後

所　得　割（課税所得金額の）　　　　　　　　６．５０％　　　　　　　　　変更なし

資　産　割（固定資産税額の）　　　　　　　４５．００%　　　　　　　　　変更なし

均　等　割（一人当たり）　　　　　　　　１０，０００円　　　　　　　　　変更なし

平　等　割（一世帯当たり）　　　　　　　１９，０００円　　　　　　　　　変更なし

　　　限　　度　　額　　　　　　　　　５００，０００円　　　　　　　５１０，０００円

所　得　割（課税所得額の）　　　　　　　　　１．３０％　　　　　　　　　変更なし

均　等　割（一人当たり）　　　　　　　　　９，０００円　　　　　　　　　変更なし

　　　限　　度　　額　　　　　　　　　１３０，０００円　　　　　　　１４０，０００円

所　得　割（課税所得金額の）　　　　　　　　１．２０％　　　　　　　　　変更なし

均　等　割（一人当たり）　　　　　　　　１２，０００円　　　　　　　　　変更なし

　　　限　　度　　額　　　　　　　　　１００，０００円　　　　　　　１２０，０００円

　東秩父村国民健康保険では、地方税法施行令改正により、平成２３年度分から下表のとお
り税の限度額を改定します。

※第１期分から改定後の税額となります。　　　　保健衛生課 国保担当 　８２－１７７７

国民健康保険税の限度額が変わります

医　

療　

分

支
援
分

介
護
分

　３月２７日、役場村長室において、村内で太鼓の森

づくりを進めている日本太鼓協会、山林提供者の島田

充康さん（御堂）、埼玉県寄居林業事務所と東秩父村

の４者において「武蔵野の森再生事業実施に関する協

定書」の協定を締結しました。

　御堂の城山保育園に隣接する土地を利用し、ケヤキ

やヤマツツジ、コナラなどの広葉樹７種類、合計２３

６本の植栽が行われました。今後も日本太鼓協会では、

下草刈りなどの森林の保全活動に取り組んでいく予定

です。

武蔵野の森再生事業
　実施に関する
　　協定書を締結

　  日

１月 ８日

１月９日

１月16日

１月18日

１月21日

１月21日

１月22日

１月29日

１月30日

２月１日

２月２日

２月３日

２月18日

　　　　件　　　　　　　名

埼玉県小川和紙工業協同組合新年会会費

比企歯科医師会新年会会費

比企医師会新年会会費

東秩父村商工会新春新年顔合わせ会会費

第５回東秩父村観光写真コンクール協賛金

小川地方交通安全協会「新春交通安全の集い」会費

小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費

東秩父消防団OB会総会会費

東秩父村猟友会新年会会費

埼玉県北西部管内自治体連絡協議会懇親会会費

埼玉県知事との意見交換会

比企郡町村議会議員研修会会費

比企郡町村会「高田川島町長就任を祝う会」会費

　　　　合　　　　　計

金　 額

10,000

10,000

10,000

3,000

30,000

8,000

10,000

10,000

3,000

5,000

8,000

5,000

10,000

122,000

村長交際費 （単位：円）

     日

１月14日

１月18日

１月22日

１月29日

１月30日

１月30日

     　　　　　　　合　　　　　　　計

 

議長交際費
　　　　件　　　　　　　名

第５回東秩父村観光写真コンクール協賛金

東秩父村商工会新春新年顔合わせ会会費　

小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費

東秩父消防団OB会総会会費

東秩父村猟友会新年会会費

東秩父写友会総会会費

金　 額

10,000

3,000

5,000

10,000

3,000

3,000

34,000

（単位：円）

今月は平成23年１月から３月に支出された交際費です。



　平成２２年度戦没者追悼式が３月１８日に埼玉中央
農業協同組合東秩父支店２階で行われました。
　本村から西南戦争以降に出兵され亡くなられた２２３
柱の御霊を追悼するため、ご遺族の方５３名が出席さ
れました。
　式では、若林全東秩父村社会福祉協議会長、足立理
助村議会議長、加藤恵一秩父郡遺族連合会長、白石照
夫村遺族会長のあいさつのあと、参加者の献花が行わ
れ、式は終了しました。

　東秩父消防団では、４月１日に役場大会議室におい

て、平成２３年度辞令交付式を行いました。

　８名が退団され、１２名の新入団員を迎えたことに

より総勢１０２名の団員で地域の安全を守っていただ

　　　　　　　　　　　　　　　　きます。よろしく

　　　　　　　　　　　　　　　　お願いいたします。

東秩父消防団が辞令交付式戦没者追悼式が行われました

　３月２８日、城山保育園の平成２２年度卒園式が

行われ、１５人の園児が卒園しました。

　若林全村長から卒園児一人ひとりに保育証書が手

渡され、園児たちはしっかりと受け取りました。保

護者の方々は、我が子の成長ぶりに感動した様子で

見守っていました。

　たくさんの楽しい思い出が詰まった城山保育園を

巣立ち、この４月からピカピカの１年生となり、元

気に学校に通っています。

　３月１７日、城山保育園において、近隣に住む６０

代以上の方々１６人が園児たちに竹馬や竹トンボなど

の昔の遊びを教え、交流を図りました。

　１６人は「古の遊び文化をつなぐ会」（山崎一夫会

長）の会員で発足したばかりだそうです。遊び道具は

すべて会員の方々の手作りで、竹馬や竹トンボのほか

に竹節を利用したポッカン、木で作られた三角車を園

児たちのために用意してくれました。

　園児たちは、竹馬に乗ったり、三角車を押してもら

ったりするなど楽しい時間を過ごしました。

　今後も交流を続けていく予定です。

高齢者と園児がふれあい
―城山保育園―

城山保育園　
  卒園式が行われました　
城山保育園　
  卒園式が行われました　

いにしえ



◎今後予定されているイベント

東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

短　
　

 

歌

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

●中島竹雄絵画展
　４月２９日（祝）～５月５日（祝）
　主　催　中島竹雄

●遊芸窯陶芸展
　４月２９日（祝）～５月３日（祝）
 　主　催　遊芸窯

●笹倉鉄平版画展
　５月３日（祝）～８日（日）
　主　催　ギャラリー美輝

春
さ
む
し
余
震
の
つ
ゞ
く
秩
父
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

手
に
取
り
て
し
ば
し
見
入
る
や
桜
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

叙
勲
祝
ぐ
大
輪
の
牡
丹
花
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

春
寒
や
涙
で
滲
む
紙
面
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

野
も
山
も
芽
吹
き
を
止
め
る
大
津
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

春
冷
や
迎
う
被
災
地
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

大
地
震
玻
璃
戸
音
た
つ
春
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

春
彼
岸
停
電
の
夜
の
絵
ろ
う
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

被
災
地
の
子
等
の
巣
立
つ
日
幸
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

敷
島
へ
何
故
な
ぜ
牙
を
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

大
地
震
民
話
の
里
に
春
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

和
男

別
れ
霜
残
薬
持
ち
て
退
院
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
富
喜
雄

蕗
の
花
揚
げ
て
苦
み
の
淡
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

雛
段
の
前
に
輪
と
な
り
リ
ハ
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

春
一
番
帽
子
押
さ
へ
て
買
物
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

大
地
震
花
見
の
予
定
中
止
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

春
寒
や
地
震
来
ベ
ッ
ド
に
し
が
み
つ

く　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

山
腹
に
煙
の
如
し
杉
花
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

春
の
雨
枝
の
茶
色
の
濃
く
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野　

け
い

大
地
震
寄
添
ふ
人
へ
梅
花
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

祐
也

ダ
ン
ベ
ル
を
持
つ
手
の
凍
て
て
体
操

す　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

白
梅
の
片
寄
り
散
り
て
余
震
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

激
震
に
呑
ま
れ
し
人
の
数
知
れ
ぬ

テ
レ
ビ
を
見
て
は
恐
怖
悲
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

原
発
見
学
帰
路
に
ふ
り
た
る
雪
恐
怖

忘
れ
得
ず
居
た
り
や
は
り
暗
示
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

今
生
き
し
者
の
知
ら
ざ
る
こ
の
災
事

地
震
に
津
波
そ
し
て
原
発
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

雛
祭
り
の
桃
の
枝
木
を
促
成
し

今
に
名
高
き
花
桃
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

桃
の
花
桜
咲
き
初
め
華
や
げ
ど

被
災
者
想
い
心
の
痛
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

大
震
災
被
害
に
遭
い
し
人
見
れ
ば

吾
が
身
の
病
い
病
気
に
あ
ら
ず

原
発
の
夢
も
こ
わ
れ
て
雨
降
れ
ば

野
菜
も
出
来
ぬ
田
畑
か
な
し
や

子
供
達
に
迷
惑
か
け
る
事
の
み
と

思
え
ど
う
れ
し
い
手
厚
い
看
護

和紙フラワー作り教室開催日変更のお知らせ
節電・計画停電に伴い、下記のとおり変更します。

日　　時　５月１５日（日） 午前９時 ～正午まで

場　　所　ふれあいセンター槻川

内　　容　花作り（むらさきつつじ）

申 込 み　５月１２日（木）までに教育委員会へお申し込みください。

和紙アート（ランタン）作り教室を開催します！！
日　　時　６月１８日（土） 午後１時半 ～３時半

場　　所　コミュニティセンター

　　　　　やまなみ（集会室）

内　　容　和紙や板を使って四角すい

　　　　　のオリジナルランタンを作

　　　　　ります

講　　師　馬場　章 氏

募集人数　村内在住または在勤の方（中学生以上） １５名

参 加 費　１,０００円（和紙・板・豆電球･ソケット代など）  

持 ち 物　はさみ、ボンド、ものさし、鉛筆、カッター

申 込 み　５月２０日（金）までに参加費を添えてお申し込みくだ

　　　　　さい。

申込・問合せ　教育委員会 　電話 ８２－１２３０
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旭　

楓 

太
く
ん

ふ

う

た

生年月日　平成２２年５月２３日

　　　　　　　　（ 大字皆谷 ）

お父さん：康 宏 さん

お母さん：未 央 さん

　こんにちは。オレの名前は「ふう

た」です。

　自慢の愛車（三輪車）で父ちゃん

母ちゃんと散歩するのが大好き！

　三輪車ツーリングしてくれるお友

達、大募集☆見かけたら声かけて

ね！

　

平
成
11
年
12
月
１
日
に
民
法
の
改

正
が
あ
り
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産

者
の
表
記
が
な
く
な
り
、
成
年
後
見

制
度
が
で
き
ま
し
た
。
認
知
症
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
は
、
不

動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
の
管
理
、

身
の
ま
わ
り
の
世
話
の
た
め
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す

る
契
約
を
結
ん
だ
り
、
遺
産
分
割
協

議
を
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も

自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す
る
の
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
に
不
利
益
な
契
約
を
結
ん
で
し

ま
い
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
お
そ

『
成
年
後
見
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
』

れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断

能
力
の
不
十
分
な
方
々
を
保
護
し
、

支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け

る
と
、
法
廷
後
見
制
度
と
任
意
後
見

制
度
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

法
廷
後
見
制
度
は
、
「
後
見
」
「
補

佐
」
「
補
助
」
の
三
つ
に
分
か
れ
て

お
り
、
判
断
能
力
の
程
度
な
ど
本
人

の
事
情
に
応
じ
た
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
廷
後
見
制
度
に
お
い
て
は
、
家

庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
成
年

後
見
人
等
（
成
年
後
見
人
・
保
佐
人
・

補
助
人
）
が
、
本
人
の
利
益
を
考
え

な
が
ら
、
本
人
を
代
理
し
て
契
約
な

ど
の
法
律
行
為
を
行
っ
た
り
、
本
人

が
自
分
で
法
律
行
為
を
行
う
と
き
に

同
意
を
与
え
た
り
、
本
人
が
同
意
を

得
な
い
で
行
っ
た
不
利
益
な
法
律
行

為
を
後
か
ら
取
り
消
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
・
支
援

し
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
保
護
・
支
援
が
必
要

か
な
ど
の
事
情
に
応
じ
て
、
家
庭
裁

判
所
が
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
人
の
親
族
以
外
に
も
、
法
律
・
福

祉
の
専
門
家
そ
の
他
の
第
三
者
や
、

福
祉
関
係
の
公
益
法
人
そ
の
他
の
法

人
が
選
ば
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
を
複
数
選
ぶ
こ
と
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
人
等

を
監
督
す
る
成
年
後
見
監
督
人
な
ど

が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
の
生
活

・
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
、
本
人

の
身
の
ま
わ
り
の
事
柄
に
も
目
を
配

り
な
が
ら
本
人
を
保
護
・
支
援
し
ま

す
。
し
か
し
、
成
年
後
見
人
の
職
務

は
本
人
の
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の

法
律
行
為
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ

て
お
り
、
食
事
の
世
話
や
実
際
の
介

護
な
ど
は
、
一
般
に
成
年
後
見
人
等

の
職
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
、
ま
た
は

法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊ 

法
務
省
民
事
局
発
行
「
成
年
後
見
制

　

度  

成
年
後
見
登
記
」
よ
り
抜
粋

　
　

人
権
擁
護
委
員　

神
田　

勝
雄

　平成２３年３月９日、東秩父村議会にお

いて東秩父村営住宅管理条例の一部を改正

する議案が可決し、暴力団排除条項が導入

されました。これは、東秩父村営住宅から

暴力団を排除し、入居者および周辺住民の

生活の平穏と安全の確保を図るものです。

　暴力団排除条項とは、

●暴力団員を入居させない。

●暴力団員を同居させない。

●暴力団員と判明したとき村営住宅の明け

　渡しを請求する（ことができる。）

　など、暴力団排除規定を盛り込んだ条項

です。

　東秩父村では、これからも安全で安心し

て暮らせる村づくりを進めていきます。

村営住宅における　
暴力団排除について

 ◆ご寄付ありがとうございました◆

　皆さまからご寄付いただきました義援金は東秩父村社会福
祉協議会を通じて、日本赤十字社埼玉県支部へ送金いたしま
した。ご厚意ありがとうございました。

●東日本大震災義援金　　　　　　５１０，９２９円
　　　　　　　　　　　　　　　　 （４月４日現在）
●ニュージーランド地震災害義援金
　　　　　　　　　　　　　　　　　４６，０００円



自動車税は役場で納めましょう

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

５
月
は
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
で
す

自動車税は役場で納めましょう

　５月は自動車税の納期です。

　本年も５月１日から５月３１日ま

での全期間を通じて、役場で納税が

できます。

●平日

　午前８時３０分～午後５時１５分

●土曜、日曜、祝祭日

　午前９時～午後４時

　休日の場合は当直の担当者が収納　

しますので、つり銭のないようにお

願いします。また、自動車税以外は

対応できませんのでご了承ください。

税務課 　８２－１２２４

福島県からのお知らせ　～避難している皆さまへ～

　福島県では、被災され避難している皆さまに、避難の前にお住まいになって

いた市町村へ、現在の所在地、連絡先などをお知らせいただくようお願いして

います。連絡がお済みでない方は、お早めにご連絡ください。

　なお、福島県双葉郡にお住まいになっていた皆さまは、『福島県双葉郡支援

センター』へ、至急ご連絡をお願いします。

　　　　双葉郡支援センター【受付　月曜～日曜　午前８時～午後１０時】

　　　　フリーダイヤル　０１２０－００６－８６５

　連絡のあった方には、お住まいになっていた町村から、「り災・被災証明」

や「国民健康保険証」、「義援金の支払い」などの手続きについて連絡があり

ます。※避難者入居者情報センターの業務については、双葉郡支援センターが

引き継ぎます。

　　　５月は自動車税の納期です

　５月は自動車税の納期です。コンビニでも納められます。忘れずに、５月３１

日（火）までに納めましょう！

※自動車税全般に関すること、住所変更、納付書紛失などの連絡、納税状況の確

認などについては、自動車税コールセンターにご連絡ください。自動車税収入額

の一部は、「彩の国みどりの基金」に積み立て、県内のみどりの保全や創出など

に活用させていただきます。

問合せ　自動車税：自動車税コールセンター　　　　　   0 5 0 - 3 7 8 6 - 1 2 2 2

　　　　彩の国みどりの基金：県環境部みどり再生課　　0 4 8 - 8 3 0 - 3 1 9 0

親子げんきふれあい ～子育てトークと体験活動～

日　時　６月１８日（土）～１９日（日）

場　所　県立小川げんきプラザ

対　象　３歳～小学校低学年の子と保護者

費　用　大人3,600円、小学生2,900円、未就学児（３歳以上）2,300円

内　容　交流ゲームやクラフト、子育てトーク、野外炊事等の体験活動を行い

　　　　ます。

申　込　６月１日（水）～８日（水）までに電話またはFAX（イベント名称、住

　　　　所、氏名、電話番号、子の年齢（学年）を明記）で同館（TEL ７２－

　　　　２２２０、FAX ７１－１０４３）へ。※抽選になります。

問合せ　小川げんきプラザ 　７２－２２２０

  身体障害者の方に対する
軽自動車税の減免について

　身体障害者（障害者と同一生計）の

方は、障害の程度により軽自動車税の

減免を受けることができます。

　減免を受けようとする方は納期限前

７日（５月２４日）までに減免申請書

を役場税務課へ提出してください。

　なお、減免は１人につき１台の自動

車に限られていますので、普通自動車

税の減免を受けている方は軽自動車税

の減免は受けられませんのでご注意く

ださい。

　減免申請書を提出される方は添付書

類が必要となりますので、税務課

（　８２－１２２４）までご連絡くだ

さい。

 憲法記念無料法律相談

　法律相談でお悩みはありませんか。

　弁護士が無料で相談に応じます。

　年１回の機会ですので、遠慮なく

ご来場ください。

日　時　５月１４日（土）

　　　　午前１０時～午後１時

          （受付：午後０時３０分まで）

場　所　熊谷市立商工会館２階

　　　　＊予約不要・当日受付

問合せ　埼玉弁護士会熊谷支部 

　　　　　 0 4 8 － 5 2 1－ 0 8 4 4

　　文化振興基金 助 成 事 業の受 付
１ 活動成果発表等助成事業

　対　象：県内のアマチュア文化団体

　内　容：８月～１１月に実施する、芸術文化の振興（活動成果の発表など）、

伝統文化の継承・保存（後継者の育成、備品整備など）等

　金　額：対象経費の２分の１以内（上限２５万円）

２ 子どもの文化芸術体験事業

　対　象：文化団体、ＮＰＯ等

　内　容：７月～平成２４年３月に実施する、子どもを対象とした文化芸術の体

　　　　　験、鑑賞、活動発表等

　金　額：対象経費について２０万円以内

●１、２ともに

　申　込：５月１日（日）～５月23日(月)（消印有効）までに所定の事業計画書

 　　　   （県ホームページか県文化振興課（県庁内）で入手）を郵送で同課

　　　　　(〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1）へ送付してください。

　問合せ　埼玉県文化振興課　０４８－８３０－２８８４



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            ５月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　５月１６日（月）

　　　　午後１時～３時

場　所　役場１階　中会議室

問合せ　社会福祉協議会　 82-1238

　　　　役場総務課　　　 82-1226

        乳  幼  児  健  康  診  査
日　時　５月２４日（火）　

　　　　◎ １歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児

                                                          午後１時３０分～１時４５分受付

　　　　◎ ３～４ヵ月児・９～10ヵ月児　午後１時４５分～２時受付

場　所　保健センター

対象者　◎ １歳６ヵ月児

　 　　　　平成２１年９月３０日～同年１１月２４日までの出生児

　　　　◎ ２歳６ヵ月児

　 　　　　平成２０年９月３０日～同年１１月２４日までの出生児

　　　　◎ ３歳６ヵ月児

　 　　　　平成１９年９月３０日～同年１１月２４日までの出生児

　　　　◎ ３～４ヵ月児

　 　　　　平成２３年１月１日～同年２月２８日までの出生児

　　　　◎ ９～１０ヵ月児

　 　　　　平成２２年７月１日～同年８月３１日までの出生児

持参品　１歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児

　　　　＝母子手帳、問診票、歯ブラシ、コップ

３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児

＝母子手帳、問診票

問合せ　保健センター　 ８２－１５５７

農地を農地以外に使用する場合は許可が必要です！

   １日　白井医院（内科・呼吸器内科）　　　　　　吉見町　　　54-0062
   ３日　本郷医院（内科・小児科）　　　　　　　東松山市　　　22-0211 
   ４日　シャローム鋤柄医院（内科・外科）　　　東松山市　　　25-2979
   ５日　いちごクリニック（内科・小児科・胃腸科・アレルギー科）東松山市　　　36-1115
   ８日　木下医院（内科・外科・小児科）　　　　　小川町　　　72-0375
１５日　福島医院（内科・外科・胃腸科）　　　　東松山市　　　22-8050
２２日　ほしこどもおとなクリニック（内科・小児科）東松山市　　　24-0753
２９日　峯医院（婦人科・小児科・外科）　　　　東松山市　　　22-0005

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

　　　  平和資料館からのお知らせ
■映画会「もう蝶はとばない」「１５０００人のアンネ・フランク」

と　き　5月21日（土） 午後1時30分～2時40分

内　容 「テレジン収容所の幼い画家たち展」の展示会場で上映するために制

　　　　作したものです。また、展示実行委員会の活動を通して戦争とは何

　　　　か、私たちがしなければいけないことは何かを問いかけたものです。

入館料　無料、ただし展示の見学には入館料が必要です。

■こどもの日クイズラリー

と　き　5月1日（日）～5日（祝）午前9時～午後4時30分

内　容　展示室などを巡りながら設問を解くクイズラリーに参加し平和につ

　　　　いて考えてみましょう。

■収蔵品展「写真雑誌にみる世相」

と　き　3月19日（土）～5月15日（日）午前9時～午後4時30分

内　容　戦前～戦後にかけての写真雑誌から、当時の人々の暮らしやメディア

　　　　による戦争報道などを紹介します。

■テーマ展「世界の平和と人々の幸せのために」

と　き　2月26日（土）～5月15日（日）午前9時～午後4時30分

内　容　戦後日本の国際平和の取り組みを様々な角度から紹介する（国際平

　　　　和貢献関係）テーマ展の4回目。今回は、国際平和について県内の自

　　　　治体の取り組みを中心にパネルで紹介します。

問合せ　埼玉県平和資料館 　３５－４１１１

　　 ６月１日は
  「人権擁護委員の日」

　人権擁護委員は、自由人権思想の

普及高揚に努めることを使命とし、

市町村長から推薦された委員を法務

大臣が委嘱します。

　東松山人権擁護委員協議会では、

「人権擁護委員の日」の行事として、

人権に関する特設人権相談所を開設

しますので、ぜひご利用ください。

相談は無料で秘密は厳守します。

日　時　６月１日（水）

時　間　午前１０時～午後３時

場　所　役場１階　中会議室

担　当　人権擁護委員

問合せ　東松山人権擁護委員協議会

　　　　事務局　 ２２－０３７９

　　　　総務課　 ８２－１２２６

消費生活相談窓口の開設
◆消費生活豆知識・震災便乗商法に注意◆

 問  震災時にはどのような悪質商法に

　　気をつけたらよいですか？

 答  例えば「地震で修理が必要」「こ

　　の商品を買えば被災地の支援にな

　　る」など、不安や支援したいとい

　　う気持ちにつけこんだ訪問販売や

　　電話勧誘に特に気をつけましょう。

　　くわしくはお問い合わせください。

日　時　毎週金曜日

　　　　（祝日・年末年始を除く）

　　　　午前10時～午後3時30分

　　　　（正午～午後1時は除く）

　　　　※都合により変更になる場合

　　　　　があります。

場　所　産業建設課

費　用　無料

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２３



世帯と人口

※世帯と人口は４月１日現在、

その他は３月中のうごきです。

工事のお知らせ

世　 帯　 １，１１５

人　 口　 ３，４１１

　男　     １，６９１

　女        １，７２０

３月中の人口動態

転 入  18　  転 出　25　

出 生　0　　死 亡　 4

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

― 花の中の写真展 in 白石地区 ― 

　現在、村内で発注されている主な工事です。
ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力をお　
願いいたします。
県発注工事
・地方特定道路（改築）整備工事
　　　　　　（皆谷工区その３）【皆谷地内】 
・砂防施設工事（護岸工）【大内沢地内 和知場沢】
・朝日根第２地すべり防止工事【皆谷地内】
・砂防施設工事【坂本地内】
村発注工事
・なし

　３月３１日・４月５日の２日間、小学生対象の　

「春休み・折り紙教室」がふれあいセンター槻川

において開催されました。

　また、今回は低学年の子どもたちの参加が多か

ったのですが、先生の話をよく聞き、途中休憩を

いれながら、楽しく参加していました。出来上が

った折り紙を色紙に貼り、おいしそうなフルーツ

バスケットが完成しました。参加したひとりは

「上手にできてうれしかった。また来年も参加し

たいです。」と話してくれました。

　色とりどりの花が咲き誇る早春の白石地内において、

４月３日から５月８日まで、東秩父写友会（栗島祥次

会長）主催の「花の中の写真展」が開催されています。

　９回目となった今年は、会員から四つ切版６５点が

出品、展示されました。訪れた方々は「毎年この時期

を楽しみにしています。花々に囲まれてすばらしい環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境ですね。」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と話してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。花

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中での写

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真展は、ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イカーや地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域の方々の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心を癒やし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てくれてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　西小学校前の歩
道整備に伴い、正
門を新設しました。
　また、正門脇に
は「東秩父村立西
小学校」と彫った
大きな石を配置し、
趣のある校門が出
来上がりました。

足立宗助さん
今度は水仙の花を植える
足立宗助さん
今度は水仙の花を植える

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

― 花の中の写真展

　３月３１日・４月５日の２日間、小学生対象の　

「春休み・折り紙教室」がふれあいセンター槻川

　色とりどりの花が咲き誇る早春の白石地内において、

４月３日から５月８日まで、東秩父写友会（栗島祥次

会長）主催の「花の中の写真展」が開催されています。

　９回目となった今年は、会員から四つ切版６５点が

出品、展示されました。訪れた方々は「毎年この時期

を楽しみにしています。花々に囲まれてすばらしい環

「春休み・折り紙教室」
 を開催

　奥沢の足立宗助さんがふれあい広場に彼岸花を植え

ていただいたことを広報「東ちちぶ」３月号でお知ら

せしたところですが、今度は水仙の花をふれあい広場

周辺に約２，０００株を植えていただきました。

　球根は様々な方から頂いたもので、休日や平日の仕

事が終わった後にほとんど１人で植えていたそうです。

　足立さん

は「さらに

ふれあい広

場、さらに

東秩父村が

美しくなれ

ば」と話し

ておりまし

た。

　西小学校の正門が
　　新しくなりました
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